
議
案
第
二
十
六
号

三
観
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

次
の
と
お
｡
三
朝
町
国
民
健
簾
保
険
税
条
例
の
蒜
-
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
･
地
方
自
治
法
(
昭
和

二
十
二
年
蛋
第
六
十
七
号
)
-
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
｡
,
木
霊
の
議
決
霊
め
る
｡

平
成
元
年
三
月
十
日

三

朝

町

長

　

安

　

田

　

実

一

郎

平
　
成
元
年
夢
月
せ
拾
弐
日
.
原
審
可
決

三
朝
町
後
金
級
長
安
井
由
符



三
朝
町
条
例
第
　
　
　
号

三
朝
町
国
民
健
康
保
坂
溌
桑
折
の
]
部
を
改
正
す
る
条
例

三
朝
町
国
民
健
兼
保
験
溌
桑
折
(
昭
和
四
十
五
年
三
新
町
粂
桝
界
十
九
号
)
　
の
1
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

肘
朋
第
<
項
を
相
加
第
九
項
と
L
t
　
相
加
第
七
項
中
　
r
昭
和
六
十
四
年
度
｣
　
を
　
r
平
成
元
年
度
J
　
に
改
め
､
同
項
を

●

相
対
第
八
項
と
L
t
　
附
加
弟
六
項
を
肘
朋
車
七
項
と
L
t
　
附
則
弟
五
項
を
肘
舶
第
六
項
と
し
､
附
加
井
田
項
を
附
加
第

五
項
と
し
'
附
加
第
三
項
の
次
に
次
の
1
項
を
加
え
る
｡

(
株
式
等
に
係
る
嬢
養
所
得
等
に
蘇
る
国
民
推
東
嶺
没
我
の
課
税
の
特
例
)

4
　
世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
腐
す
る
国
民
健
簾
保
坂
の
鼓
保
扱
者
が
法
相
朋
第
三
十
五
集
の
二
第
1
項
の
株
式
等
に

係
る
撫
養
所
得
等
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
券
三
条
'
弟
九
条
の
二
第
二
項
及
び
券
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
､
こ
れ
ら
の
規
定
(
第
三
粂
第
二
東
及
び
第
三
項
を
除
く
｡
)
申
r
及
び
山
林
所
得
金
額
｣
と
あ
る
の
は
　
r
及
び

山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
相
朋
第
三
十
五
集
の
二
串
1
項
に
規
定
す
る
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
｣
　
と
､

弟
三
森
弟
二
項
及
び
第
三
項
申
r
又
は
山
林
所
持
金
耕
し
と
あ
る
の
は
r
若
し
く
は
山
林
所
持
金
乱
文
は
法
相
朋
第

三
十
五
集
の
二
弟
1
項
に
規
定
す
る
株
式
等
に
係
る
擁
渡
所
得
等
の
金
額
｣
　
と
す
る
｡



H
U

2

肘

　

朋

(
施
行
耕
日
)

こ
の
粂
桝
は
'
平
鹿
二
年
四
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
｡

(
連
用
区
分
)

改
正
後
の
三
和
町
官
民
健
康
保
険
税
粂
桝
相
加
第
四
項
の
規
定
は
'
平
成
二
年
度
分
の
国
民
健
康
保
験
我
か
ら
適

用
し
'
平
成
元
早
ま
分
ま
で
の
国
民
健
兼
保
坂
嵐
に
つ
い
て
は
'
な
お
従
前
の
桝
に
よ
る
｡


